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令和５年度第１回三沢市総合計画審議会 議事録 

 

 

１ 日 時 令和５年１１月９日（木） 午前１０時３０分～１２時００分 

 

２ 場 所 三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３ 案 件 ⑴報告第１号 第二次三沢市総合振興計画 後期基本計画（２０２３～ 

２０２７）の概要について 

⑵報告第２号 前期基本計画【２０２２年度】の進捗状況について 

 

４ 資 料 ・次第 

      ・席図 

  ・三沢市総合計画審議会委員名簿 

  ・第二次三沢市総合振興計画 後期基本計画（別冊） 

  ・『資料１－１』三沢市総合計画審議会条例 

  ・『資料１－２』三沢市総合計画審議会条例施行規則 

  ・『資料２－１』第二次三沢市総合振興計画前期基本計画 実績報告書 

【２０２２年度】 

・『資料２－２』第二次三沢市総合振興計画前期基本計画 実施計画書 

【２０２２年度】 

・『資料２－３』第二次三沢市総合振興計画【２０２２年度実績】 

 

５ 出席者 熊野委員（会長）、月舘委員、小比類巻委員、吉田委員、中嶋委員、 

古間木委員、亀山委員、藤田委員、渡辺委員、米沢委員、佐々木委員、 

田中委員、福田委員、栗澤委員、慶長委員、池添委員、小川委員 

 

６ 欠席者 三浦委員、中屋敷委員、坂本委員 
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７ 会議概要 

発言者 発言内容 

司会 会長・副会長の選出を行います。 

会長及び副会長につきましては、「三沢市総合計画審議会条例第６条第１

項」の規定により、委員の皆様の中から互選することとなります。 

会長が決まるまでの間、「三沢市総合計画審議会条例施行規則第２条」の規

定により、仮議長を小檜山市長にお願いします。 

仮議長 

（市長） 

それでは早速ですが、会長の選出について、お諮りいたします。 

選出について、どのようにしたら、よろしいでしょうか。 

委員 熊野さんにお願いしてはどうでしょうか？ 

仮議長 

（市長） 
熊野委員を会長に、との声がありましたが、いかがでしょうか。 

委員 異議なし 

仮議長 

（市長） 

異議なしとのことですので、熊野委員に会長をお願いいたします。 

それではこれで、私の仮議長の役目を終わらせていただきます。 

司会 小檜山市長は、所要のため、ここで退席させていただきます。 

会長が選出されましたので、三沢市総合計画審議会条例第６条第２項の規

定により、議長は会長にお願いいたします。 

熊野会長は、議長席へお願いいたします。 

熊野会長 それでは、早速ですが、副会長の選出について、お諮りいたします。 

どのようにしたら、よろしいでしょうか。 

委員 昨年も副会長をやって頂いている月舘さんがよろしいのではないでしょう

か？ 

熊野会長 月舘さんという声がありましたが、皆様いかがでしょうか。 

委員  異議なし 

熊野会長 異議なしとのことですので、副会長は月舘委員にお願いすることとします。 

月舘委員は、よろしくお願いいたします。それでは議事に入ります。 

「報告第１号 第二次三沢市総合振興計画 後期基本計画の概要」につい 

て、事務局から説明をお願いします。 

事務局 ―案件⑴について説明― 

熊野会長 ありがとうございました。委員の皆様、ご意見、ご質問等ございますか？ 

はい、小比類巻委員どうぞ。 

小比類巻委員  第二次三沢市総合振興計画 後期基本計画（別冊）の３９ページ、英語教育

についてです。 

 現在、英語検定受験の際の費用負担について補助が出ております。ただ、対

象となる中学生全員が英語検定を受けてるわけではありません。しかも３級と

なるとなかなか苦しいのかなと。目標値も７０％となると、はたして達成でき

るのかなと。ちょっと心配です。 
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事務局 こちらは５年後の令和９年度の目標値となっております。担当課も７０％

の達成を目指し、今年度から予算を増額したり、受ける回数を増やせるよう

にするなど、この高めの目標に対し予算を確保するなど国際文化都市みさわ

を目指し、この目標が設定されたところでございます。 

小比類巻委員  補助もそうですが、実は教職員の働き方改革でこの英検というのは、職員の

業務ではありません。ここの部分は切り離して、手だてを考えていただきたい

なと思います。 

事務局 ただ今のご意見に関しましては、担当課にも共有しながら、対応できるところ

から検討してまいりたいと思います。 

熊野会長 ほかにございませんでしょうか？ 

月舘委員。 

月舘委員 前期基本計画と後期基本計画の違いはどういった箇所でしょうか？簡単で

構いませんのでご説明いただきたいです。 

事務局 主な変更箇所についてご説明いたします。 

まず、後期基本計画と前期基本計画の大きな違いは、新たな３つの視点を取

り入れて策定したというところです。これらを踏まえまして、後期基本計画書

２２ページをご覧ください。１０番「共生社会の推進」、４５番「ふるさと納

税」、６８番「情報提供」、６９番「デジタル技術の活用」これらの項目につい

ては、後期基本計画で新規施策として取り入れてございます。また、それ以外

については、昨年度まで審議委員を務められた皆様のご意見を踏まえながら、

指標については、１６項目変更した資料もございますけれども、これはちょっ

と細かい話になりますので、割愛させていただきます。 

熊野会長 ありがとうございました。そのほかございませんでしょうか？ 

池添委員どうぞ。 

池添委員 

 

新しく委員になりましたので、理解していない部分もありますが、新たな視

点ということで「共生社会の推進」がありました。 

私自身、航空自衛官をしておりましたので、三沢市と自衛隊、米軍と様々な

協力体制をとっているのは承知しているのですが、さらに踏み込んだ協力体制

といった項目はこの計画書には見当たらなかったのですが、そのあたりの見解

をお伺いいたします。 

事務局 ただいまのご質問について、この計画の中ではそういった関係機関との協力

体制というところは、施策としては入っておりませんでした。 

この計画書は、未来を見据えて、市の主な施策というところを取り入れてご

ざいます。お話のあった自衛隊、米軍への協力体制というのはご承知の通り、

三沢市も常日頃意識して取り組んでいるところでございまして、去る１０月２

４日にも、日米連絡協議会を開催するなど、意識的に連絡を取り合うようして

おります。また、今月にも官公庁連絡会議を通して連絡体制を取っております。

また、連絡・協力体制以外では、三沢市ならではの施策といたしまして、計画

書の２６ページに「基地対策」として、前回に引き続き掲載し、普段から意識
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的に取り組んでいるところでございます。 

池添委員 

 

積極的にやられてるのはもう理解しているんですが、今までの延長ではなく

て、プラスで何かできないものかなと。例えば、統合的に共同しながら何かで

きないのかなと。今、私がイメージはしてるのは、航空祭については米軍と航

空自衛隊ではやっているのですが、三沢市は一緒になって協力しいているイメ

ージがちょっと無かったものですので、更に踏み出していくような形も必要で

はないかなと思いましたので質問させていただきました。 

事務局 今伺った内容につきましては、ご意見をいただきましたので、担当課とも共

有しながら、どういったことができるのか今後検討してまいりたいと考えてお

ります。 

熊野会長 ありがとうございました。そのほかございませんでしょうか？ 

吉田委員どうぞ。 

吉田委員 前回から引き続き委員をしております。よろしくお願いします。 

後期基本計画の冊子を見させていただきました。巻末に用語の説明を入れて

いただきましたが、大変ご苦労だったかと思います。 

後期基本計画書の２２、２３ページの体系図について、大綱・政策・施策と

ありますが、これはもう決定ということでしょうか。 

これらについて、今日の審議会で変更もありうるのでしょうか？ 

事務局 この部分についてご説明いたします。 

昨年度、吉田委員からも最終ページの索引をつけた方がいいなどのご意見を

取り入れながら策定し、昨年度中に答申をいただいて決定したものになりま

す。 

よって、本日新たな委員がいらっしゃいますので、後期基本計画の内容につ

いて報告させていただいたところでございましたので、今回はこれを改訂する

と言ったことが案件ではございません。ですので、まずは新たに審議会の委員

になられた方に、今年度４月からスタートしている後期基本計画書はこういっ

た形です、といったところを報告したい、というのが本日の案件⑴でございま

す。 

また、この後、案件⑵ 報告第２号につきましては、前期基本計画の実績を

ご報告するというのが本日の会議になります。 

吉田委員 それでは計画の変更や修正というのは、次回もしくはその次あたりになると

いうことでよろしいですか？ 

事務局 後期基本計画につきましては、この指標を途中で変更してしまいますと、５

年間の推移が見えなくなりますので、今年度もしくは来年度の変更というとこ

ろは考えておりませんでした。 

吉田委員 後期基本計画書の５０、５１ページをご覧ください。 

このような形で私達の代表である熊野会長から市長に答申しております。非

常に責任があるなと感じております。 

そして、この後期基本計画は５年間あるわけです。そこに我々が意見をして、
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更新・追加・削除というメンテナンスがあってもいいのではないのかなと思い

ます。そうでなければ何のための審議会なんでしょうか？出された資料を見て

良し悪しをつけるのではなく、今出た意見を事務局で拾っていただき、具体的

に審議委員の皆さんで協議したのち、施策として掲載しようではないかと。例

えば小比類巻委員から意見のあった英語検定の施策で３級と目標設定してい

たところを見直して４級にしてもいいのかもしれない。そういったものがある

のかないのかと。 

前回の審議会であれば、ご意見を聞いてもらいましたよね。同じように意見

を聞いてもらえないのでしょうかといった質問です。 

事務局 ありがとうございます。 

皆様からのご意見は、採用しないという意味で「計画書を変えない」と説明

したわけではありませんので、ご理解いただきたいと思います。 

後期基本計画書の５ページをご覧ください。この計画は、政策の１番であれ

ば介護給付という施策でございますが、その介護給付を良くするために様々な

事務事業がございます。今、委員の皆様から頂いた意見、例えば池添委員から

の「様々なイベントで日米が協力してはどうか」といったものについては、予

算等を伴いながら政策・施策を実現するために必要な事業となってまいります

ので、毎年度予算を取りながら皆様のご意見を取り入れながら実施して行きま

す。よって、昨年度皆様からご意見いただいて策定した後期基本計画について

は、何の関わりもないような新たな施策が生み出されたとすれば、もちろんこ

ちらの総合振興計画も改訂が必要になろうと思いますけれども、通常であれば

皆様から出されたご意見につきましては、担当課と共有して、できるものから

予算を含めつつ、実施していくというところでご理解いただければと思いま

す。 

吉田委員 私は今思いつきで質問したわけではありません。今日持ってきたのは、前回

の資料、三沢市総合振興計画後期基本計画の策定方針です。この中の大きい２

番「後期基本計画策定に向けた基本的な考え方」とあります。この中の３番目

に「前期基本計画の政策検証及び施策検証の結果ないし、令和３年度三沢市民

意識調査や令和４年度に実施予定のまちづくり座談会及びパブリックコメン

ト等でより多くの市民の声を反映させ、三沢市総合計画審議会及び三沢市議会

の意見を踏まえて策定します」とあるわけです。また、「三沢市総合計画審議

会では、総合振興計画の策定及びその実施に関し必要な事項について調査及び

審議するために設置されており、学識経験者および関係機関の長により、構成

されています」とあります。つまり、意見を踏まえて、策定しますときちんと

文言で書いてあるわけです。もう決まって何もないとなれば意見はどこに反映

させるのかと。 

 例えばですが、体系図は変えられなかったとしても、具体的な施策の中に小

さく文言を追加するなど、全く現状のままではなくて、文言を少し修正してみ

ようとか。これが、先ほど市長さんからお話のあったこれからの挑戦のことで
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はないのでしょうか。そこのために我々集まっているのではないでしょうか。

後期基本計画書の５１ページです。諮問、答申のあと市議会にかけられるそう

ですよ。我々の思いを１つでも伝えていくことがこの審議会の役割ではないの

かなと。ですので、次はいつ会議しますから意見を考えておいてください、と

いうように我々に伝えていただければ率直な意見は出しますのでよろしくお

願いします。 

事務局 ただいま吉田委員が見て資料に書いてあった、というお話をされたのは、昨

年度お配りしておりました資料をご覧いただいて、吉田委員がご発言したもの

でございます。 

後期基本計画書の４９ページをお開きください。先ほどの市長の挨拶にもあ

りましたが、昨年度から引き続き委員をお引き受けいただいた方には大変ご苦

労をおかけしましたが、令和４年度にこの後期基本計画を策定するために最初

の会議を開きまして、その際にお渡しした資料を引用されております。その中

で今言ったような様々な意見を踏まえて基本計画を策定しますよ、ということ

で、昨年度委員の皆様には計４回、令和５年２月１６日の第４回総合計画審議

会まで、こちらの後期基本計画の施策項目についてどういった内容がいいの

か、また、その指標についても、ご審議いただいて、皆様のご了解を得た上で、

この答申を行っております。当時のメンバーの代表ということで、熊野会長名

で市長に対して、この計画でよろしいのではないでしょうかという答申をいた

だき、その後、令和５年３月の市議会において「異議無し」となったことで決

定され、本年４月からスタートしたところです。 

吉田委員がおっしゃるように、こちらの審議会はこの計画に関してのご意見

をいただく場でございますので、先ほど、この１、２年は直す予定はございま

せんと申しましたが、全くこの計画では足りないとなれば、新たなメンバーで

新たな項目もなければ駄目ですよ、というご意見等がございましたら、もちろ

んそれはこの審議会の中でご検討いただき、市長に意見を出していただいき、

必要があれば改訂するために市議会に説明していくということはもちろん、事

務局としてはなすべきことですので対応してまいります。先ほど私も言いまし

たように、一般的な市の方向性とすると、「未来へつなぐ 心安らぐ 国際文

化都市」を目指す三沢市としてはこういった項目が重要であるだろうというと

ころで昨年度のメンバーの方に議論いただき、策定されたのがこの６９の施策

でございます。 

それを実現するためにはどういった事業をやりたい、どのような形で関係機

関と連携して三沢市役所が頑張れば良いのか、というところについてのご意見

をいただいた場合については、この計画書を直すというよりは、この後、先ほ

どお伝えしました実施計画で、毎年度見直しをいたしますので、そちらの方に

反映して、必要に応じて予算を取り対応していくと。具体の事務事業について

は、皆さんのご意見を踏まえながら毎年度対応はもちろんいたします。 

私は直さないと申しましたのは、この大きな方向性として、この冊子に記載
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しております、例えば、「介護給付事業を頑張りますよ」もしくは「教育相談

頑張りますよ」といった項目が違うんじゃないかというご意見は今の時点では

想定されないものですから、直す予定はございません、とご説明したところで

す。それは昨年度、吉田委員も含めましたメンバーで４、５回議論したわけで

すから、現在直るといったことは全く想定外でございます。よって、万が一、

新たなメンバーで全く違う視点、全く予想外の施策をご提案いただくとなれ

ば、先ほど申しましたように、もちろん改訂に向けての手続きというのは必要

になるだろうと思います。事務事業に関して言えば、毎年度、実施計画を作っ

ておりますので、そちらでご意見を取り入れております、といった説明でした

が、なかなかうまく説明できずに申し訳ございませんでした。吉田委員ご理解

いただければと思います。 

熊野会長 例えば、先ほど小比類巻委員から英検３級の取得率について非常に厳しい環

境にあると。教職員の働き方改革もありますから対応できない部分もありま

す。今後、私達はその達成率を見ていくわけですから、このあとの５年間で達

成率はどうも低いとなりましたら、原因が何かであるとか、どのようにすれば

その達成率を向上できるのか、といった具体的なことを今度は施策の実施の中

で対応し、予算であるとか、いろいろな内容を付記していく、という形で施策

の６９の事業が到達していくような形をとっていきたいっていうのがこの審

議会の基本的な流れです。そして、この時代の変化の流れの激しい時ですから、

吉田委員がおっしゃるようなことになりましたら、皆様のご意見を聞きなが

ら、これは入れようかと市長に答申して議会の承認を経て、新しい項目を入れ

ることも考えていかなければならないというような内容で事務局はよろしか

ったでしょうか。 

事務局 はい。 

熊野会長 そういったことを踏まえながら委員の皆様にはご審議いただきたいなと思

います。 

ほかにございませんか？池添委員どうぞ。 

池添委員 私も吉田委員のお考えに賛成です。この冊子を見たときに、今回の委員は前

回の委員が決めた項目を仕上げていくだけのイメージになっていまして、冊子

に新たな視点の導入と書いてましたので、いろんな意見交換があると勝手に思

っていました。今、改めて説明を聞くとそういった意見交換が今後なされてい

くと言われましたので、具体的に事務局のほうで、どういった内容を話し合う

というのを決めていただいて、次回、その内容を提案していただいて審議して

いくという形をとらないといけないのではないかと思っておりますので、でき

れば早めに方向性を示していただければ、委員の皆さんがある程度、意見を伝

えやすいのかなと感じました。 

熊野会長 １年に１度、今回のような報告会がありますので、達成率がクリアしている

項目や、クリアできない項目について皆さんのご意見をいただきながら、新し

い問題が発生したときにそれを取りあげていく、というような流れが基本では
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ないかと思います。 

普段からでも分からない点がありましたら、事務局に確認、問い合わせとい

うことは積極的にやっていただきたいと思います。 

続いて、「報告第２号 三沢市総合振興計画 前期基本計画２０２２年度の

進捗状況」について、事務局から説明をお願いします。 

事務局 ―案件⑵について説明― 

熊野会長 ただいまの説明について、ご意見・ご質問等ありましたら、お願いいたしま

す。藤田委員どうぞ。 

藤田委員 資料２－１ ７ページの施策番号２５番の外来患者数についてです。 

前回の会議でも同じ質問をした方がいらっしゃったかと思いますけれど、目

標値９９，６３０人で実績値が９９，１２８人となっております。つまり、外

来患者数が減っている良い傾向ではないかと思いますが、未達成となるのでし

ょうか。 

おそらく、達成率が低いからマイナスの評価だと思いますが、この場合、達

成率が低い方がプラスの評価なのではないかと思いますが、どのようなお考え

でしょうか？ 

事務局 ただいまの件について、まずは藤田委員がおっしゃっていた部分について

は、後期基本計画においては、指標の変更がなされました。 

ここの部分に関しましては、入院患者延べ数、外来患者延べ数という指標で

はなくて、後期基本計画の病院利用については「かかりつけ医からの紹介率」、

「かかりつけ医への紹介率」ということで、審議会の意見を踏まえて修正して

おります。資料２－１については昨年度（前期基本計画）の実績ということで

説明しておりました。これは前期基本計画を作った平成３０年度の時点では、

三沢市立病院が地域の中核病院というところで、多くの患者を受け入れる体制

を整えるという意味で、人数というのが当時は指標になっておりましたが、い

ろいろ状況も変わり、また審議会の意見を踏まえて、指標を変更したところで

あります。 

熊野会長 本日の案件は以上となりますので、議長の役目を終えさせていただきます。 

ご協力ありがとうございました。 

司会 ありがとうございました。 

以上を持ちまして、第１回三沢市総合計画審議会を閉会いたします。おつか

れさまでした。 

 


